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整備が進む葛輪漁港
　平成 23 年 10 月から工事が始まった、葛輪漁港水産
生産基盤（一般）整備工事の外防波堤 25 ㍍の延伸は、
今年 12 月の完成を目指し、順調に進められています。
　葛輪漁港では、台風時に漁船を係留できなかったこと
から、全体計画で外防波堤 150 ㍍が計画。これまで 50
㍍が完成し、現在、大型のクレーン船でジャケットと呼
ばれる鋼管やぐらの据え付け作業が行われています。
　今後は、コンクリートの上部版と防波版が設置され、
漁港としての機能向上が図られます。

長島
な     が     し     ま
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①

長寿を祝う
敬老行事

　

敬
老
の
日
に
は
、
高
齢
者
を
敬

い
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
福

祉
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、
高
齢

者
の
生
活
改
善
を
図
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
17
日
が
敬
老
の

日
。
こ
の
日
町
内
で
は
、
高
齢
者

を
敬
う
行
事
や
、
周
囲
の
人
た
ち

で
「
敬
老
」
に
関
す
る
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
社

会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬

老
訪
問
が
９
月
６
日
か
ら
10
日
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
80
歳
以
上
の
対
象
者
は

１
４
３
１
人
。
初
日
か
ら
、
川
添

健
町
長
や
民
生
委
員
、
役
場
関
係

者
が
、
90
歳
以
上
で
２
４
０
人
の

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
山

門
野
中
集
落
の
宮
之
原
澄
晴
さ

ん
、
ス
エ
さ
ん
宅
で
は
、
ご
夫
婦

に
川
添
町
長
が
「
お
元
気
で
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か

け
、
お
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

9
月
16
日
、
塩
追
自
治
公
民
館

（
大
石
正
和
館
長
）
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
30
人
が
、
会
場
の
公
民
館
に
集

ま
り
、
準
備
さ
れ
た
ご
ち
そ
う
を

堪
能
し
ま
し
た
。
赤
飯
や
弁
当
、

９月６日～ 10 日
敬老訪問

① ②

③④

⑤

⑥

③演歌が流れ始め、踊りを披露する枦元幸雄さん
④生演奏で、得意な曲を歌う波戸内國雄さん
⑤バンド名 “クローバー” による生演奏
⑥準備されたごちそうとお酒で楽しむ高齢者の皆さん

① 山 門 野 中 集 落 の 宮
之 原 澄 晴 さ ん、 ス エ
さ ん 宅 を 訪 問 す る 川
添町長
② 西 集 落 の 上 サ エ 子
さんと話す川添町長

９月 16 日　塩追自治公民館敬老会
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①

地
域
の
か
た
が
た
が
早
朝
か
ら
こ

し
ら
え
た
刺
身
、
魚
の
煮
付
け
な

ど
が
並
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
の
音
楽
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
出
水
市
で
バ

ン
ド
を
組
む
〝
ク
ロ
ー
バ
ー
（
中

薗
茂
代
表
）〟
に
よ
る
生
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
が
良
く

耳
に
す
る
演
歌
の
演
奏
で
は
、
歌

や
踊
り
、
手
拍
子
も
始
ま
り
、
会

場
は
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
79
歳
に
な
る
濵
口
絹
江
さ

ん
は
「
今
日
は
、
ご
ち
そ
う
や
生

演
奏
、
地
域
の
み
ん
な
と
語
れ
て

楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
好

き
な
野
菜
づ
く
り
を
続
け
、
長
生

き
し
た
い
で
す
」
と
敬
老
会
を
満

喫
し
た
様
子
で
し
た
。

　

大
石
館
長
は
「
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
い
つ
も
花
壇
の
管
理
な

ど
協
力
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い

る
。
１
０
０
歳
を
超
え
る
よ
う
長

生
き
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

９
月
19
日
、城
川
内
小
学
校（
加

治
佐
敏
昭
校
長
）
の
１
、２
年
35

人
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
年
に
一
度
施
設

で
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い
、
い
た
わ

る
気
持
ち
を
育
て
る
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
児
童
を
代
表
し
て
竹

中
達
貴
く
ん
が
「
長
生
園
に
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
入
所
者
ら
は

拍
手
を
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
練
習
し

て
き
た
歌
や
ダ
ン
ス
の
披
露
の
ほ

か
、
一
人
一
人
に
「
い
つ
ま
で
も

長
生
き
し
て
ね
」
な
ど
と
書
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
手
渡
し
た

後
、
肩
た
た
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
ま
し
た
。
入
所
者
ら
は
「
あ
り

が
と
う
。
気
持
ち
が
い
い
。」
と

お
礼
を
言
い
、
児
童
と
握
手
を
交

わ
し
た
り
抱
き
寄
せ
た
り
す
る
な

ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

入
所
し
て
い
る
児
玉
節
子
さ
ん

は
、「
年
に
一
度
の
訪
問
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
肩
た
た
き
な
ど

気
持
ち
が
良
か
っ
た
」
と
喜
び
を

声
に
し
ま
し
た
。
ひ
孫
に
会
え
た

濵
﨑
ア
ヤ
ノ
さ
ん
は
「
今
日
は
子

ど
も
た
ち
に
会
え
元
気
が
出
た
。

楽
し
い
時
間
で
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

⑧

⑨⑩

⑦ メ ッ セ ー ジ カ ー ド を 手 渡 す
児童
⑧ 肩 も み と 肩 た た き の プ レ ゼ
ントを喜ぶ長生園の入所者ら
⑨ １、 ２ 年 の 児 童 35 人 に よ る
ダンス
⑩ 高 齢 者 と 児 童 が 一 緒 に 踊 っ
た「長島音頭」

⑦

９月 19 日
城川内小学校
長生園を敬老訪問
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最
後
の
大
運
動
会 

　
　
　

   　

 

（
第
26
回
）

　

平
成
25
年
4
月
に
、
獅
子
島
の

幣
串
小
学
校
と
統
合
し
、
移
転
す

る
獅
子
島
小
学
校
（
日
髙
好
治
校

長
）
の
閉
校
記
念
秋
季
大
運
動
会

が
、
９
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
児
童
12
人
と

保
護
者
、
地
域
の
住
民
ら
が
総
出

で
参
加
し
た
ほ
か
、
以
前
獅
子
島

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
教
職
員

７
人
も
駆
け
つ
け
、
最
後
の
運
動

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
児
童
た
ち
の
か
け
っ

こ
や
大
玉
転
が
し
、
紅
白
対
抗
リ

レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
応
援
に
駆

け
つ
け
た
家
族
ら
か
ら
た
く
さ
ん

の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
高
齢
者
に
よ
る
宝
拾
い
や

地
域
住
民
が
参
加
す
る
一
升
瓶
転

が
し
、
各
地
区
婦
人
会
対
抗
の
綱

引
き
な
ど
の
種
目
も
設
け
ら
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

伝
統
と
な
っ
た
全
校
児
童
で
取

り
組
む
竹
太
鼓
の
演
奏
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
澄

み
切
っ
た
竹
の
音
色
が
会
場
内
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
最
後
は
、
閉
校
記
念
と

し
て
餅
ま
き
が
あ
り
、
児
童
や
幼

児
が
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
餅
に
飛

び
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

６
年
の
梅
川
翔
平
君
は
「
最
後

の
赤
組
団
長
と
し
て
、
み
ん
な
と

力
を
合
わ
せ
頑
張
れ
た
」。
同
年

の
島
田
梨
於
那
さ
ん
は
「
大
好
き

な
獅
子
島
小
学
校
の
最
後
の
運
動

会
と
考
え
る
と
悲
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
が
、
力
を
合
わ
せ
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
最
後
の

獅子島小学校
閉校記念
秋季大運動会

①

②

③

④

⑤選手宣誓をする６年の梅川翔平君と島田梨於那さん

⑥保護者も参加して盛り上げた紅白の応援合戦

⑦チームワークのダンス「ワイルドアットハート」の演技

①ペアがボールを同時に投げ合う競技「ナイスキャッチ」
②２㍑のボトルに水を注ぐ競技「こぼさず、はこんでね」
③健脚が競われた各種団体によるリレー
④全校児童、ＰＴＡによる踊り「スマイル音頭」

運
動
会
の
思
い
出
を
話
し
ま
し

た
。

　

獅
子
島
小
学
校
は
、
昭
和
62
年

4
月
に
片
側
小
学
校
と
御
所
浦
小

学
校
が
統
合
。
当
時
は
児
童
数
59

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
少

子
化
の
影
響
で
平
成
25
年
3
月
で

26
年
間
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

新
た
な
獅
子
島
小
学
校
は
、
片

側
集
落
の
獅
子
島
中
学
校
内
に
併

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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総務課

消防団幹部研修 740

災害時の重機借上げ 3,000

企画財政課
新たな難視地区自主共聴施設新設補助金

（白瀬地区）
17,139

離島航路補助金 7,463
海外視察研修 3,590
町民福祉課
児童虐待防止対策事業 3,579
保健衛生課
地域支え合い体制づくり事業 2,540
不活化ポリオワクチンの接種 3,073
水産商工課
漁港施設の補修（国出・白浜） 2,000
消費者被害防止啓発用商品の購入 1,001
温泉センター椿の湯修繕 950
葉っぱといどん事業（緊急雇用創出事業） 3,200
景観推進課
第３回夢追い長島花フェスタ運営委託料 15,000
水道課
諸浦地区出之元配水池築造工事 4,000
川床地区送・配水管布設工事 6,100
鷹巣配水池流量計取替工事 1,993

農業集落排水施設破砕機修繕工事 1,919
農林課
活動火山周辺地域防災営農対策事業補助金 33,968
青年就農給付金事業補助金 6,750
森のめぐみ産地づくり事業補助金 528
県道 47 号線沿線（山門野地区）の支障木

伐採（里山林機能回復事業）
2,824

林道の維持管理 3,670
林道の災害復旧（3路線） 10,019

耕地課
豪雨による表土流出農地への客土補助金 1,000
農道の維持管理 29,730
農業用施設の災害復旧（26 件） 76,309
農地の災害復旧（37 件） 67,379

　　主　な　事　業

（単位：千円）

豪
雨
災
害
復
旧
費
な
ど
に

５
億
５
７
９
７
万
５
千
円
を
追
加

　

９
月
14
日
か
ら
26
日
ま
で
、
平
成
24
年
第
３
回
長
島

町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
今
年
６
月
の
豪
雨
に
よ
る

災
害
復
旧
費
や
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
運

営
委
託
料
、
獅
子
島
中
学
校
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置

工
事
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
５
億
５
７
９
７
万
５
千
円
追
加
、
総
額

１
０
２
億
７
５
５
万
１
千
円
）
な
ど
議
案
９
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

第
３
回
議
会
定
例
会

建設課
町道の維持管理 10,000
鷹巣地区の公営住宅建設（1 棟 2 戸） 31,789
町道の災害復旧（5 路線） 26,258
河川の災害復旧（16 件） 119,697
教育総務課
離島高校生就学助成補助金 3,300
獅子島中学校太陽光発電パネル設置工事 48,000
社会教育課
一流アーティストによる出前授業及びミニ

コンサートの実施
291

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
も
の
な

ど
陳
情
３
件
を
採
択
、
う
ち
２
件
の
意
見
書
提
出
が
決
ま
り

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
長
島
町
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

同
日
設
置
し
た
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
閉
会
中
審
査
と
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
。　
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i n f o r m a t i o n

★
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
★

［
１
部
一
席
］
山
口
正
成

★
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
★

［
１
部
一
席
］
山
口
正
成

　

平
成
24
年
度
出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
が
９
月
19
日
、
出
水
中
央

家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
内
の
育
成
牛
33
頭
が
３
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
長
島
町

か
ら
は
１
部
に
２
頭
、
２
部
に
６
頭
、
３
部
に
８
頭
が
出
場
し
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
は
、
長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会
と
同
じ

く
、
浦
底
集
落
の
山
口
正
成
さ
ん
所
有
牛
「
く
し
き
の
号
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
受
賞
し
た
山
口
正
成
さ
ん
（
２
頭
）
と
宮
路
幸

雄
さ
ん
の
優
秀
な
３
頭
は
、
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
１
部 （
競
り
市 

終
了
後
～
12
カ
月
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
市
尾　

德　

▼
優
秀
賞　
　

町
口　

光　
　

◎
種
牛
２
部 （
13
カ
月
～
16
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
山
口
正
成　
［
二
席
］
浦
底
初
男

　
　
　
　
　
　
［
四
席
］
平
田
保
男

▼
優
秀
賞　
　

脇
田　

泉
、
赤
嵜　

清
、
宮
路
幸
雄

◎
種
牛
３
部 （
17
カ
月
～
23
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
山
口
正
成　
［
二
席
］
宮
路
幸
雄

　
　
　
　
　
　
［
三
席
］
浦
底
初
男

▼
優
秀
賞　
　

赤
嵜　

清
、米
尾
勝
己
、町
田
光
彦
、山
口
正
成
（
２
頭
）

▼
団
体
賞
優
勝　

東
事
業
所
生
産
牛
部
会

Ｗ
受
賞
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
く
し
き
の
号
」

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

長 島 町 秋 季 畜 産 共 進 会 で
審査を受ける長島牛

　

平
成
24
年
度
秋
季
畜
産
共
進
会
が
９
月
７
日
、
毎
床
家
畜
検
査
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
牛
は
、
町
内
か
ら
32
頭
が
出
場
し
、
種
牛
１

部
・
２
部
・
3
部
に
、
月
齢
ご
と
に
個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
、
浦
底
集
落
の
山
口
正
成
さ
ん
所
有
牛

｢

く
し
き
の
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
１
部 （ 

競
り
市
終
了
後
～
12
カ
月
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
市
尾　

德　
［
二
席
］
町
口　

光

▼
優
秀
賞　
　

瀬
ノ
口
里
美
、
大
迫
光
国
、
兒
玉
美
津
子(

２
頭)

◎
種
牛
２
部 （
13
カ
月
～
16
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
山
口
正
成　
［
二
席
］
赤
嵜　

清

　
　
　
　
　
　
［
三
席
］
浦
底
初
男　
［
四
席
］
平
田
保
男

　
　
　
　
　
　
［
五
席
］
宮
路
健
作　
［
六
席
］
脇
田　

泉

　
　
　
　
　
　
［
七
席
］
宮
路
幸
雄

▼
優
秀
賞　
　

山
口　

忠
、
古
川
修
一
、 

仁
田
原
裕
司
、
平
山
義
雄
、

　
　
　
　
　
　

福
山
健
一
、
繁
殖
セ
ン
タ
ー
（
2
頭
）

◎
種
牛
３
部 （
17
カ
月
～
23
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞　
［
一
席
］
山
口
正
成
［
二
席
］
宮
路
幸
雄

　
　
　
　
　
　
［
三
席
］
山
口
正
成
［
四
席
］  

浦
底
初
男

　
　
　
　
　
　
［
五
席
］
山
口
正
成
［
六
席
］
赤
嵜　

清

　
　
　
　
　
　
［
七
席
］
町
田
光
彦
［
八
席
］
米
尾
勝
己

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
県
最
終
予
選
会

　

10
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
、

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
の
鹿
児
島
県
最
終
予

選
会
が
９
月
30
日
、
霧
島
市
の
姶

良
中
央
家
畜
市
場
で
あ
り
ま
し

た
。
県
内
５
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ

た
「
種
牛
の
部
」
に
81
頭
が
出
場

し
、
21
頭
の
代
表
牛
が
決
ま
り
ま

し
た
。「
肉
牛
の
部
」
は
、
８
地

区
か
ら
84
頭
が
候
補
に
挙
げ
ら

れ
、
事
前
の
巡
回
調
査
で
代
表
牛

８
頭
が
選
ば
れ
、
こ
の
日
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

長
島
町
か
ら
は
「
肉
牛
の
部
」

に
、
３
回
目
の
出
品
と
な
る
犬
鹿

倉
集
落
の
中
山
正
美
さ
ん
が
、
２

頭
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
中
山
さ
ん
は
「
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
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長島町農畜産物処理加工施設
　　　　の指定管理者募集

【
対
象
施
設
】

①
長
島
町
農
畜
産
物
処
理
加
工
施

設
（
鷹
巣
）

②
施
設
に
か
か
る
土
地
、
機
械
装

置
等
の
設
備
お
よ
び
備
品
一
式

【
募
集
に
関
す
る
基
本
事
項
】

○
施
設
の
目
的

　

町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物

な
ど
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
つ

け
販
売
す
る
こ
と
で
、
人
と
町
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
、
起
業
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
よ
る
創
意
工
夫
に
よ
り
、
加

工
品
な
ど
の
新
規
開
発
と
食
農
教

育
を
図
り
、
都
市
と
の
交
流
を
推

進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

○
指
定
管
理
者
の
行
う
業
務

　

①
施
設
の
利
用
許
可
に
関
す
る

　

こ
と

　

②
施
設
の
利
用
料
金
の
減
免
に

　

関
す
る
こ
と

　

③
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理
に

　

関
す
る
こ
と

　

④
そ
の
ほ
か
、
町
長
の
権
限
に

　

属
す
る
以
外
の
業
務

○
指
定
の
期
間

　

指
定
の
期
間
は
、
指
定
を
受
け

た
日
に
属
す
る
年
度
の
翌
年
４
月

１
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
間
で

す
。

　

た
だ
し
、
管
理
を
継
続
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き

は
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
応
募
資
格

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
法
人
お

よ
び
そ
の
他
の
団
体

【
応
募
方
法
】

○
提
出
書
類

　

①
指
定
管
理
者
の
指
定
申
請
書

　

②
応
募
者
の
現
在
の
業
務
内
容

　

お
よ
び
過
去
３
年
間
の
業
務
実

　

績

　

③
事
業
計
画
書

　

④
収
支
計
画
書

　

⑤
資
金
計
画
書

　

⑥
申
請
者
の
人
的
能
力
を
説
明

　

す
る
書
類

　

⑦
定
款
、
寄
付
行
為
、
規
約
ま

　

た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類

　

⑧
法
人
の
登
記
簿
謄
本
（
法
人

　

の
み
）

　

⑨
納
税
証
明
書

　

⑩
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

　

る
書
類

○
提
出
方
法

　

役
場
農
林
課
へ
持
参

○
応
募
締
切

　

平
成
24
年
10
月
31
日
（
水
）

○
そ
の
他

　

必
要
に
応
じ
て
現
地
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
管
理
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
１
４
５

　町では、長島町農畜産物処理加工施設を指定管理者として管理運営する企業・団体を
募集します。
　指定管理者制度は、民間の知恵や活力でより一層のサービス向上を目指すものです。

今回指定管理者を募集する「長島町農畜産物処理加工施設」

↑施設内部に設置されている加工処理機器類

7 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

使用しなくなった農薬は
ありませんか？

　出水地域農業用廃プラスチッ

ク類適正処理推進協議会では、

使用しなくなった農薬類を回収

します。

　持参する際は、容器に付いた

ラベルをはぐ必要はなく、その

まま出して構いません。なお、

回収処理費用は有料なため、当

日 現 金 で 支 払 う こ と に な り ま

す。処分する農薬の種類によっ

て料金が異なりますので、詳し

くは、鹿児島いずみ農業協同組

合園芸農産事業部か役場農林課

へ問い合わせください。

回収日 回　収　場　所 回収時間

11 月 20 日（火）
東馬鈴薯選果場 午前９時～午前 11 時

長島馬鈴薯選果場 午後 1 時～午後 3 時

◎問い合わせ先
　鹿児島いずみ農業協同組合
　園芸農産事業部
　☎（64）2632　資材課
　☎（64）2630　指導課
　役場農林課
　☎（86）1111
　［内線 2141］

回収農薬
回収容器類など

処理単価
（消費税込）

回収農薬
回収容器類など

処理単価
（消費税込）

粉剤、粒剤、水和剤 315 円 / ㎏ 空容器（ガラス） 315 円 / ㎏

乳剤 315 円 / ㎏ 空容器（金属） 315 円 / ㎏

銅、亜鉛、塩素酸塩 525 円 / ㎏ 空容器
（プラスチック） 210 円 / ㎏

テロンなどの
土壌消毒剤 945 円 / ㎏ 空容器

（10 ㍑、20 ㍑缶） 315 円 / ㎏

クロールピクリン 1,155 円 / ㎏ 水銀剤
11,000 円 / ㎏

※最低処理重量は
１㌔単位です。

スプレー缶中身入
り、カフューム缶 1,155 円 / ㎏ 砒素剤

11,000 円 / ㎏
※最低処理重量は
１㌔単位です。

※青酸化合物、リン化アルミニウム、
亜砒酸なども対象です。重量は箱およ
び容器込みとなります。
　詳細については問い合わせください。
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 さあはじめよう介護予防⑤
［認知症予防編］

　認知症を予防するためには脳を健やかに保つこと

が大切です。日ごろから次の点に注意して生活しま

しょう。

①身体の健康管理に注意する

　病気やけがで寝たきりの生活や高血圧症、糖尿病

などの生活習慣病は脳血管障害の誘因となることか

ら、認知症発症のリスクを高めます。病院などで定

期的な検診と自己管理を行いましょう。

②なんでも人まかせにしない

　お金の管理や買い物、物事の段取りなどはできる

だけ自分で行いましょう。

③人付き合いや趣味を楽しむ

　家族や友人、地域の人との付き合いは積極的に行

い、料理、旅行、園芸など体を動かす機会をつくり

ましょう。囲碁や将棋、麻雀などのゲームは計画力

と思考力を養い、頭の体操になります。

④適度な運動を心がける

　適度な運動習慣がある人は、認知症を発症しにく

いと言われています。

４つのきまりで、物忘れを予防

①まわりの人から「いつも同じ事を聞く」
など、物忘れがあると言われますか？

　■はい　  　　　□いいえ
② 自 分 で 電 話 番 号 を 調 べ て、 電 話 を か け
ていますか？　 □はい　  　　　■いいえ
③ 今 日 が、 何 月、 何 日 な の か 分 か ら な い
ときがありますか？

　　　　　■はい　  　　　□いいえ

※ ■ に 1 個 以 上 該 当 す る 場 合 は、 地 域 包
括支援センターまでご相談ください。

あなたの物忘れを
チェックしてみましょう

◎問い合わせ先
　地域包括支援センター（保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1161］

◇最近の出来事が思い出せない。
◇物をよく置き忘れる。
◇同じ質問を何度もする。
◇外出をおっくうがる。
◇意味が分からない話しをする。
　　　　　　　　　　　など ･･･

気をつけて。こんなサイン！
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９
月

２
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

（
出
水
市
）

４
日　
　
　

 

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
長
来
庁
（
役
場
）

　
　
　
　
　

 

県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
監
査

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
・
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

５
日　
　
　

 

平
成
23
年
度
長
島
町
決
算
審
査
報
告

（
長
島
町
役
場
）

６
～
７
日 　

敬
老
訪
問
（
長
島
町
内
）

９
日　
　
　

 

中
学
校
運
動
会
訪
問
（
町
内
中
学
校
）

10
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

11
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

12
日　
　
　

 

児
童
扶
養
手
当
支
給
事
務
指
導
監
査

（
長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

 

町
道
平
尾
浜
漉
線
一
部
開
通
式
（
平
尾
）

14
～
26
日 　

長
島
町
議
会
９
月
定
例
会

15
～
16
日　

 

敬
老
訪
問
（
長
島
町
内
）

　
　
　
　
　

 

あ
か
ね
園
敬
老
長
寿
祭
（
唐
隈
）　　
　

21
日　
　
　

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
啓
発
パ
レ
ー

　
　
　
　
　

  

ド
出
発
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
へ
座
礁
船
撤

　
　
　
　
　

 

去
報
告
（
鹿
児
島
市
）

22
日　
　
　

 

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ

　
　
　
　
　

 

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
阿
久
根
市
）

23
日　
　
　

 

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

                       

獅
子
島
小
学
校
運
動
会（

獅
子
島
小
学
校
）

27
～
28
日　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会       

　
　
　
　
　

 

常
任
理
事
会
（
東
京
都
）　　

空
き
家
大
改
造
！

補
助
金
を
活
用
し
て
改
修

　

町
で
は
、
空
き
家
を
活
用
す
る

こ
と
で
定
住
促
進
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
と
「
空
き
家
活
用
事
業
補
助

金
交
付
制
度
」
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
は
、

町
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

か
た
が
、
住
宅
を
改
造
し
て
他
人

に
賃
貸
す
る
場
合
、
町
単
独
の
補

助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

補
助
金
は
、
半
額
補
助
、
事
業

費
で
最
高
３
０
０
万
円
の
場
合

１
５
０
万
円
が
補
助
金
で
、
限
度

額
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
方
法

　

町
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
申

請
し
て
、
空
き
家
の
情
報
を
登
録

し
ま
す
。「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に

登
録
し
て
あ
る
空
き
家
に
対
し

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
５
４
］

て
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
が
見

つ
か
る
と
空
き
家
活
用
事
業
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

　

古
い
台
所
や
浴
室
、
内
装
な
ど

を
改
修
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
に

新
し
い
息
吹
き
を
加
え
、
古
民
家

が
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を

見
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

空
き
家
所
有
者
と
空
き
家
の
活

用
で
困
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

「
空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
」
を

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

空き家バンクに登録されている物件 改修された住宅
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大
漁
や
茶
碗
で
焼
酎
回
し
飲
む
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

老
い
て
な
ほ
傷
口
癒
え
ぬ
原
爆
忌
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

送
り
火
や
船
を
漕
ぎ
だ
す
父
は
風
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

原
爆
忌
社
説
を
拾
ふ
老
眼
鏡
　
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

子
を
呼
べ
ば
か
け
て
く
る
な
り
羽
抜
鶏
　
　
二
階
堂
恵
子

蜩ひ
ぐ
ら
しや

石
碑
に
あ
り
し
万
葉
歌
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

境
内
に
鳩
の
啄
む
原
爆
忌
　
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

迎
火
の
い
わ
れ
説
き
つ
つ
孫
と
焚
く
　
　
　
中
橋
　
藤
七

羽
抜
鶏
先
の
つ
ぶ
れ
し
母
の
杖
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

送
火
や
夜よ

な上
が
ゐ
の
だ
ご
供
へ
た
り
　
　
　
二
階
堂
妙
子

原
爆
忌
テ
レ
ビ
に
向
か
い
正
座
す
る
　
　
　
大
堂
　
正
弘

友
よ
り
の
電
話
の
声
は
温
も
り
て
窓
に
柏
の
広
葉
揺
れ
を

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

何い
ず
こ処

よ
り
戻
り
来
た
る
や
群
雀
闇
に
入
り
て
も
鳴
き
合
ひ

止
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

曇
り
ゐ
る
大
海
原
の
一
所
輝
き
見
ゆ
る
漏
る
夕
光か
げ

に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

早
朝
の
露
の
芝
生
に
わ
が
打
ち
し
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
球

道
著し
る

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

た
よ
り
な
く
今
日
と
明
日
の
み
開
花
す
る
わ
が
家
の
稲
に

台
風
近
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

［
短
歌
］

何
事
も
心
棒
な
の
よ
諦
め
ず
自
分
の
事
は
我
成
す
な
の
よ

町
田　

末
則

一
日
を
登
り
暮
れ
ゆ
き
星
空
の
下
の
ち
い
さ
き
わ
れ
は
空

を
一
人
占
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

う
ら
ぶ
れ
て
古
里
遠
く
侘
し
く
も
「
広
報
な
が
し
ま
」
癒

し
て
絆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

今
昔
掟
め
無
常
の
時
世
と
も
人
生
一
路
清
し
く
香
る

鶯
出　

成
人

［
俳
句
］

大
型
の
台
風
逸
れ
よ
と
祈
る
か
な　
　
　
　

宗
方　

清
明

よ
う
こ
そ
初
孫
の
巻

明
橋  

大
二
・
吉
崎  

達
郎  

著

　子育てをサポートする立場と
して、知っておきたいポイント
をまとめています。

き
み
は
い
い
子

中
脇  
初
枝  

著

　虐待を扱っていることもあ
り、少々重く感じられるかもし
れません。しかし、誰かの一言
とほんの少しの思いやりで一筋
の希望が見えてきます。読後は、
子どもの笑顔に癒されます。

台
風
の
逸そ

れ
て
熟
れ
ゆ
く
稲
の
穂
を
撫
で
つ
つ
仰
ぐ
空
の

青
さ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

伝
統
の
御
用
日
踊
り
の
「
種
子
島
」
小
中
学
生
は
汗
水み
ず
く漬

く
に
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

湖
と
見
紛ま
が

ふ
ほ
ど
に
凪
ぎ
し
海
漁
火
あ
ま
た
久
久
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

張
り
つ
め
し
夕
べ
の
空
を
過よ

ぎ
り
ゆ
く
耳
さ
す
如
き

不ほ
と
と
ぎ
す

如
帰
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

出
番
待
つ
仲
間
の
胸
中
思
ひ
つ
つ
笑
顔
で
頷
う
な
づ
くく
敬
老
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

緑
濃
く
ひ
と
か
た
ま
り
の
浮
き
草
は
瀬
戸
の
流
れ
の
波
に

乗
り
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

亡
き
夫
を
偲
び
つ
つ
見
る
黒
板
に
残
せ
し
豁か
っ
た
つ達

な
文
字
は

光
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

栴
檀
の
木
陰
に
涼
を
求
め
ゐい

て
友
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
懐

か
し
み
居
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子
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関
東
な
が
し
ま
会
第
６
回
総

会
を
開
催

　

関
東
な
が
し
ま
会
の
第
６
回
総

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
長

島
町
か
ら
来
賓
を
お
迎
え
し
、
故

郷
の
近
況
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
親
交
を
『
島

美
人
』
で
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
関
東
在
住
の
長
島

町
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
が
集
う
、
年

１
回
の
「
ふ
る
さ
と
デ
ー
」
で
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
総
会
案
内
が
届

か
な
い
か
た
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
18
日
（
日
）

　
［
受
付
］
午
前
11
時
～

　
［
総
会
］
午
前
11
時
30
分
～
正
午

　
［
懇
親
会
］
正
午
～
午
後
２
時

○
場
所

　

上
野
精
養
軒

○
会
費

　

男
性
１
万
円

　

女
性
８
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

平
﨑
裕
章

　

☎
０
９
０
（
３
４
０
９
）
７
６
４
９

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
の
共
催
で
、
宅

地
建
物
取
引
に
か
か
る
無
料
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
８
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
会
場

　

出
水
市
中
央
公
民
館

○
相
談
の
内
容

　

・
宅
地
や
建
物
の
取
引

　

・
税
金

　

・
相
続
、
贈
与

　

・
登
記

○
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

「
第
５
回
薩
摩
街
道
歴
史
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催

　

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
で
は
、

熊
本
県
と
連
携
し
て
、「
第
５
回
薩

摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
２
日
（
日
）

○
参
加
料

　

１
０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

○
申
込
期
限

　

11
月
９
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
ハ
ガ
キ
に
参
加
コ
ー
ス
、
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
（
中

学
生
以
下
の
か
た
は
「
中
学
生
以

下
」
と
明
記
）
を
記
入
。

※
薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

ー
ク
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
込
画
面
か
ら
必
要
事
項
を

入
力

　
（http//w

w
w

.nanauram
eguri.

com
/satsum

akaidou/

）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
１
０
７

刑
務
所
作
業
製
品
等
の
展

示
・
販
売

　

鹿
児
島
刑
務
所
で
は
、
法
務
省

が
主
唱
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
矯
正
展

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
刑
務

所
、
少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
な
ど

矯
正
施
設
の
業
務
内
容
を
一
般
社

会
の
か
た
が
た
に
広
く
紹
介
し
、

刑
務
所
で
製
作
し
た
作
業
製
品
な

ど
の
展
示
と
販
売
を
通
し
て
、
矯

正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
日
時

　

・
11
月
３
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

・
11
月
４
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
会
場

　

鹿
児
島
刑
務
所

○
展
示
会
内
容

　

・
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
所
内
生

　

活
の
紹
介

　

・
施
設
見
学

　

・
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売

　

・
更
生
保
護
女
性
連
盟
な
ど
に

　

よ
る
バ
ザ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
）

　

☎
０
９
９
５
（
75
）
２
０
２
５

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
期
限
の
延
長
）
が
始

ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
越
え

る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
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き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
の
10

月
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後

納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

３
年
間
に
限
り
過
去
10
年
以
内
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額

を
増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記

録
に
つ
い
て
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
（http://w

w
w

.nenkin.go.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
後
納
制
度
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
を
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
２
０
１
３ 

10
月
は
軽
油
抜
取
調
査
強
調

月
間
で
す

　

軽
油
引
取
税
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
な
ど
の
燃
料
で
あ
る
軽
油

を
購
入
し
た
と
き
の
代
金
に
含
ま

れ
て
い
る
税
金
で
す
。
軽
油
に
灯

油
や
Ａ
重
油
な
ど
を
混
ぜ
て
混
和

軽
油
を
製
造
し
た
り
、
軽
油
以
外

の
油
を
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
販

売
ま
た
は
消
費
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
県
の
承
認
が
必
要
で

す
。
県
で
は
、
承
認
さ
れ
て
い
な

い
混
和
軽
油
（
い
わ
ゆ
る
不
正
軽

油
）
の
製
造
や
販
売
お
よ
び
消
費

を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
所
の
実

態
調
査
や
路
上
で
の
自
動
車
燃
料

の
抜
取
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
正
軽
油
と
は
、
意
図

的
に
脱
税
を
目
的
と
し
て
灯
油
や

Ａ
重
油
な
ど
を
混
ぜ
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
ま
ま
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
燃

料
と
し
て
使
用
し
た
場
合
は
排
気

ガ
ス
中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）

や
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
を
増

加
さ
せ
、
皆
さ
ま
の
生
命
や
健
康

を
脅
か
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
軽
油
抜
取
調
査
の
際
は
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

新
た
に
「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」
が
施
行

　

10
月
1
日
か
ら
「
障
害
者
虐
待

防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
障
害
者
に
対
す
る
虐
待

の
禁
止
や
予
防
、
発
見
し
た
場
合

は
通
報
の
義
務
と
学
校
や
病
院
に

も
同
じ
く
虐
待
防
止
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
相
談

場
所
と
し
て
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
障
害

者
の
虐
待
や
養
護
者
の
支
援
に
関

す
る
相
談
、
通
報
は
次
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

・
長
島
町
役
場
町
民
福
祉
課

　

・
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

○
開
所
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
休
日
夜
間
は
、
あ
い
わ
の
里
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
０

子
育
て
応
援
の
店
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
、
か
ご
し
ま
子
育
て
支

援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
周
知
を
図

る
た
め
「
子
育
て
応
援
の
店
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。

○
内
容

　

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
協
賛
店
を
利
用
さ
れ
た

方
へ
、抽
選
で
希
望
す
る
賞
品（
県

の
特
産
品
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

○
実
施
期
間

　

10
月
1
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

○
応
募
方
法

　

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
協
賛
店
で
配
付
す
る
チ

ラ
シ
に
つ
い
て
い
る
応
募
は
が
き

に
50
円
切
手
を
貼
り
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
賞
品
名
を

明
記
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
各
市

町
村
で
取
得
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
７
８

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
10
月

１
日
を「
土
地
の
日
」、10
月
を「
土

地
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理

念
と
土
地
対
策
の
重
要
性
な
ど
国

民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８
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ったいないを再認識も エコリア北薩リサイクル祭り

子島グリルが登場
獅子島ツアーで新たな企画

井Ａと山寺チームが優勝薄 公民館対抗ソフトボール大会

　出水市野田町にあるリサイクルセンターエコリ
ア北薩では、８月１日から８月 26 日の間、施設
のしくみなどの展示と普段は見ることができない
破砕機などの運転状況などの見学があり、来場者
は” リサイクル” について理解を深めていました。
　８月 26 日の最終日には、粗大ごみから修理再
生された自転車や家具などの抽選会と衣料品、書
籍などの無料配布などもあり、多くの人でにぎわ
いました。

　獅子島の農海産物に注目し、獅子島の交流
人口と地域活性化の一つとして定着してきた
獅子島ツアーに、新たに “獅子島グリル” が
登場しました。
　これは、同島の吾

ご ち あ み

智網漁師らのグループが、
新たな観光の目玉として実施。９月 29 日は、
昨年度から定期的に訪れる「やしの実ツアー」
の一行 48 人が、幣串の漁港内にある “獅子
島レストラン” に訪れ、そこでグリルが振る
舞われました。
　この日は、今朝水揚げされたばかりのタイ
やキス、タチウオ、タコなどが専用の炭焼き
グリルで焼かれ、香ばしい匂いが港に漂いま
した。６人のグループで参加した鹿児島市の
徳永ルミさんは「炉端焼きの雰囲気は最高で、
あつあつの焼き魚はおいしかった。新鮮なさ
しみも量が多く大満足」と話しました。

　第７回自治公民館対抗ソフトボール大会が８月
20 日から９月１日にかけて開催されました。
　今大会には、Ａランクに 14 チーム、Ｂランク
に 17 チームの計 31 チームが出場しました。Ａ
ランクの決勝戦では、両チーム点数を取り合う接
戦を制した薄井Ａチームが３年ぶり３回目の優勝
を果たし、Ｂランクは山寺チームが優勝となりま
した。大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］薄井Ａ［準優勝］浦底　
Ｂランク［優勝］山寺［準優勝］三船

獅子島で水揚げされたばかりの魚が並ぶ “獅子島グリル” ↑

大盛況となったリサイクル品の抽選会↓

Ａランクで優勝旗を手にする薄井Ａチーム↑

獅
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和の尊さを引き継ぐ平 杉ノ段招魂祭

↑戦没者のめい福
を祈る川添町長

←ちびっ子力士に
よる相撲大会

　９月 23 日、明治維新以降の戦争で亡
くなられたかたがたを慰霊するための杉
ノ段招魂祭が、杉ノ段招魂墓地で開催さ
れました。
　遺族や団体関係者、消防団員らが参列
して、しめやかに神事が執り行われ、川
添健町長が「かけがえのない命を犠牲に
平和な社会を築いてくれた先人に感謝
し、一歩一歩未来を築く」とあいさつ。
遺族会代表の濵畑順一さんは「尊い御

みたま

魂
に感謝し、まごころをもって生きていく
のが宿命」と戦没者のめい福を祈り、平
和の誓いを新たにしました。
　その後、招魂墓地下の広場でちびっ子
相撲と弓道が、多目的ホールで剣道が奉
納されました。どの試合も熱戦が繰り広
げられ、一生懸命競い合う姿に、観覧席
からたくさんの声援と拍手が送られまし
た。

労者表彰などダブル受賞
鹿児島県老人クラブねんりん大会

之牟礼の急カーブが解消萩 町道平尾浜漉線の一部が供用開始

功
　９月４日、老人クラブねんりん大会が、鹿児島
市民文化ホールで開催され、大会の記念式典で本
町から１個人と１団体に表彰状が送られました。
　この日は、早﨑勲さんが出水地区協議会会長と
して功労者表彰を、指江老人クラブ若葉会（赤瀬
正文会長）が、全国老連活動賞のボランティア部
門で全国表彰を受けました。式典終了後赤瀬さん
は「今回の表彰に満足せず今後もボランティア活
動を推進していきます」と抱負を語りました。

　平成 18 年度から整備が始まった、町道平尾浜
漉線の一部（延長 170 ㍍）が供用開始されるこ
とになり、９月 13 日、開通式が行われました。
　この日は、町や地域の関係者、工事に携わった
建設業者などが参列し、開通にともなうテープ
カットが行われました。今回、一部供用開始した
場所は萩之牟礼集落で、これまでは幅員も狭く急
カーブが続く区間でした。参列した長山久義平尾
校区長は「校区あげての要望路線。最高の道路に
なり感謝でいっぱいです」と喜びを声にしました。

表彰を受けた早崎勲さん（左）と赤瀬正文さん（右）↓

地域のかたがたも祝いに駆けつけた開通式↑
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町出身者が同人誌を寄贈汐 見集落出身の村上弘子さん
　現在福岡県に在住し、文学活動で活躍される町出
身の村上弘子さん（旧姓：塩見さん）が、同人誌８
冊を寄贈しました。
　村上さんは汐見集落の出身で、“汐見弘子” のペ
ンネームで活動され、昨年の秋には、祖母と母のお
互いが長い間自分の意見を主張し合い、譲らない様
子を幼い息子の立場から描いた小説 “女がすたる”
で福岡市文化芸術振興財団賞を受賞。選考委員から

「文章に力やユニークな表現がありテンポも良い」
と評価されました。
　今回いただいた同人誌「筑紫山脈」には、ご自身
が執筆した小説などが各号に掲載されており、指江
図書館で読むことができます。

小説 “女がすたる” が掲載された「筑紫山脈第６号」↑

上体起こしに挑戦する参加者↓

出水地区健康づくり研修会
人クラブ会員が体力測定に挑戦老

　出水地区老人クラブ連合会は、健康づくり研修
会を 9 月 13 日、町開発総合センター大ホールで
行い、約 100 人が参加しました。
　この日は午前中に、高齢者の健康づくりについ
ての講義、午後からは、会員らによる 10 ㍍障害
物歩行や握力、上体起こしなど 6 つの体力測定
が行われました。参加した西老人クラブ会長の川
添康成さんは「学生以来の体力測定で、ひざに不
安があったが思ったより動けた。今後は、健康づ
くりサポーターとして広く活動していきたい」と
話し、心地よい汗をかいていました。

公民館対抗バレーボール大会
優勝。薄井Ａと指江チーム初

　９月３日から７日にかけて、第７回自治公民館
対抗バレーボール大会が開催されました。
　今回は、Ａランクに 12 チーム、Ｂランクに 17
チームの計 29 チームが出場し連日熱戦を繰り広
げました。決勝は、Ａランク、Ｂランクともにフ
ルセットまでもつれる接戦となり、Ａランクを薄
井Ａチーム、Ｂランクは指江チームが制し、とも
に初優勝を飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］薄井Ａ［準優勝］福ノ浦
Ｂランク［優勝］指江［準優勝］城川内

熱戦が繰り広げられた大会の様子↑
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台風 16 号と大潮が重なり、浸水した唐隈港の護岸↓

９月 17 日の台風 16 号と高潮被害

　年間で、最も潮位が高い時期の大潮と重なった
９月 17 日、同日未明から接近した台風 16 号の
影響により町内各地で高潮被害が続出しました。
　この日、特に被害が大きかった薄井漁港では、
満潮と重なったことから海水が見る見るうちに護
岸を乗り越え、住宅床下へ流れ込んでいました。
　西海岸側の港では、台風による高波と高潮の影
響で、流木や漂着したごみなどが湾内に押し寄せ、
護岸と道路に数多く打ち上げられていました。

棟が床下浸水47

秋の全国交通安全運動を展開
通事故撲滅を目指す交

　秋の全国交通安全運動啓発パレードの出発式が
９月 21 日、指江庁舎前駐車場で行われました。
　この日の出発式は、阿久根交通安全協会長島西
支部と東支部の協会員や阿久根警察署長、川添健
町長をはじめ役場職員が出席。終了後はパトカー
を先導に町内を巡回しました。同協会の小林信正
西支部長は「長島町から交通事故や違反者が無く
なるよう交通安全意識の普及啓発に努めたい」と
意気込みを語りました。

指江庁舎前で行われた啓発パレードの出発式↑

↑吉田さんが直接
実技指導したバ
レーボール教室
（写真左端が吉田
さん）

←教室の最後は参
加した全員で記念
撮影

蔵之元小でバレーボール教室
輪選手の吉田昌子さんが来町五

　蔵之元小学校（星野勤校長）で８月
28 日、モントリオール五輪、女子バレ
ーで金メダリストの吉田昌子さんを講師
に招いた、バレーボール教室が開かれま
した。
　この日は、同校がスポーツ選手活用
体力向上事業を活用したもので、小学 3
年生から中学生を含む 28 人が参加しま
した。教室は「スポーツの楽しさ」を演
題にした講話と、ボールを使った基本動
作などの実技指導がありました。吉田さ
んは「ボールを渡すときや自分のミスを
仲間にカバーしてもらうときなど声を大
きく出すことが大事」と指導していまし
た。このほか、吉田さんは持参した金メ
ダルを児童らへ披露。金メダルを触った
児童らは「これが金メダル。自分も欲し
い」と話し、吉田さんは「練習を頑張れ
ば、きっと手にすることができる」と応
援の言葉を送りました。
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（　）内は前月比

11,476(   +5)
  5,536(   +3)
  5,940(  +2)
  4,461(   +1)

平成 24年 9月 30 日現在

町内沿道に咲くツワブキとケイトウの花

　

沿
道
の
ケ
イ
ト
ウ
や
サ
ル
ビ
ア
、

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
な
ど
は
本
来
秋
の

花
と
い
わ
れ
、
秋
の
低
い
温
度
で
花

色
の
美
し
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
が
深
ま
り
、
沿
道
の

ツ
ワ
ブ
キ
の
花
も
開
花
の
時
期
に
な

り
、
町
で
は
花
壇
の
管
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
春
咲
く
花
の
苗
の
配
布
を

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

行
い
ま
す
。
苗
の
生
育
状
況
に
関
係

し
ま
す
が
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
前

に
植
え
付
け
を
終
え
る
こ
と
が
理
想

で
す
。

　

き
れ
い
な
沿
道
を
保
つ
た
め
に
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 花

を
育
て
て
、

心
を
癒
す

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
要
領
】

①
団
体
や
個
人
で
も
結
構
で
す
。

②
花
壇
の
面
積
は
、
管
理
で
き
る
範

囲
で
決
定
し
ま
す
。

③
花
苗
、
堆
肥
な
ど
は
年
２
回
程
度

支
給
し
ま
す
。

④
場
所
は
、
現
在
管
理
者
が
い
な
い

花
壇
（
県
道
・
国
道
）
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
６
７
］

花
壇
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　今年の２月７日に、城川内の海岸に座礁していたモンゴル船籍の台船の撤去作業が、
９月３日から５日にかけて行われ、約 400 ㌧ある船体は 4 等分に切断されました。
　約 7 カ月間海に沈んでいたことから、土砂などが多く堆積していたほか台風によるし
けのため作業に時間がかかりましたが、予定されていた日程で船体をクレーン船で引き
上げ、指江港に海上輸送しました。
　城川内の海岸と指江港では地元の住民らが集まり、作業状況を見守りました。
　見物に訪れた漁師の男性は「無事撤去が終わり落ち着いた。風光明媚な長島の海岸に
戻ったことがうれしい」と、撤去を喜びました。

座礁船
7 カ月ぶりに撤去水中で 4 等分にされた台船を引き上げるクレーン船
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
先
般
、
塩
追
集
落
の
敬
老
会
を

取
材
し
た
際
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

と
て
も
元
気
だ
っ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
元
気
の
秘
訣
を
尋
ね
る

と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
家
庭
菜
園
、

少
量
の
お
酒
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
、

老
後
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。
少
し
ず
つ
宴
会
が
盛
り
上
が

り
始
め
る
と
会
話
が
弾
み
、
笑
い

声
や
お
酒
を
交
わ
す
姿
が
多
く
な

り
、
そ
の
中
で
も
〝
青
年
〟
の
よ

う
に
活
発
に
酌
す
る
か
た
を
発

見
。
歳
を
召
し
て
も
す
ご
い
〝
先

輩
〟
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医・一次救急 10 時～正午）

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  10/２８ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０   12/１

  10/２９   10/３０   10/３１ １

２０１２11
◎歯周疾患検診

（30日まで）
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　　　文化の日

○平尾診療所 88-2595
○奥田蘇明会医院 82-3998
○内山病院 73-1551
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○水野歯科医院 82-0064
□こがね薬局 64-1132
□本町薬局 73-3233

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○鶴見医院 73-0553
○高尾野診療所 82-0017
○おてき歯科医院 63-0393
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○喜多医院 72-0038
○吉井中央病院 62-3111
○中島歯科医院 82-0020
□ポポロ薬局 63-4630
□マリン薬局 63-6678
□緑調剤薬局阿久根店 72-338
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○市川医院 63-3151
○金子歯科医院 63-2150
□スマイル薬局 84-2430
□第二緑調剤薬局 63-1177
□すくすく薬局 72-5010
□しおかぜ薬局　88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

　　　　　勤労感謝の日

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○いまむらクリニック 73-1700
○クリニック .なかむら 62-0241
○上野歯科医院 63-2306
□ふれあい薬局 63-3070
□市民調剤薬局 68-0150

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○門松医院 64-6100
○三慶医院 63-2333
○福原歯科医院 63-2501
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ゆうゆう薬局(旧中央薬局)73-2907
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。
● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


